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あらまし：本研究は，スマートフォン上で動作するチャットボットを使ったセルフメディケーションの利

用促進を目的としている．様々なドラックストアが専用のアプリケーションを配信しており，店舗で利用

することでポイントが付与されるシステムを採用している．それらのアプリケーションにセルフメディ

ケーションを行うための知識をサポートするチャットボットを搭載することで薬剤師や登録販売員がそ

の場にいなくてもセルフメディケーションを行うことが容易になる．セルフメディケーションの重要性

とそれを身近にするチャットボットの開発について解説する． 
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1. はじめに 
現代では，平均寿命が長くなり，生活習慣病など

が問題になっている．日々をいかに健康に生きるこ

とができるかが問われており，そこで注目されてい

るのが「セルフメディケーション」である． 
WHO（世界保健機関）はセルフメディケーション

を「自分自身の健康に責任を持ち軽度な身体の不調

には自分で対処すること」としている． 
 セルフメディケーションには大きく分けて以下

の４つの効果がある． 
① 毎日の健康管理の習慣が身につく 
② 医療や薬の知識が身につく 
③ 疾患により，医療機関で受診する手間と時

間が省かれる 
④ 通院が減ることで，国民的医療費の増加を

防ぐ 
とされている(1)． 
上記のようにセルフメディケーションは現代にお

いて必須な行為だと考える．しかし，誰しもが全て

の症状に対し適切な対処ができる知識を持っている

わけではない．セルフメディケーションを行うため

に，最寄りのドラックストアなどに常駐している薬

剤師や登録販売員のサポートを受けにいく，または，

スマートフォンやパソコンで情報を調べるなどをし

なければいけない．調べる場合も情報が大量に出て

きてしまい，どの情報が正しいのかを見極める必要

がある． 
現在，スマートフォンは 80％以上の普及率にも上

る(2)．このことを利用し，スマートフォンまたはパ

ソコンから誰にでも利用しやすく正確な情報を発信

するサービスを提供することで，セルフメディケー

ションの利用促進と日本国民の健康の維持を達成す

ることができる．また，チャットボットは 24時間

体制のカスタマーサービスに相当し，人件費の削

減だけでなくポテンシャル・カスタマーを含む顧

客満足度の向上に極めて重要である。代表的な応

用事例として，はコールセンター(3)，荷物などの

トラッキング(4)，時刻表(5)などがある。日本にお

いては本研究と同様に Watson Assistant を使っ

た，日本航空株式会社（JAL）が提供する「マカナ

ちゃん」(6)（赤ちゃん連れでハワイ旅行を検討さ

れている顧客向けにチャット形式で自動的に悩

みに回答するバーチャルアシスタントサービス）

や 2019 年のラグビーワールドカップ日本大会に

合わせて開発された「教えて！ラガマルくん！」
(7)（ラグビー専門の AIアシスタント）が有名であ

る。本論文では著者が Watson Assistant を用い

てセルフメディケーションをサポートするチャッ

トボットを作成した． 
 

2. 本論 
著者は「身体の症状」「薬の知識」「セルフケア」

の３つの知識をサポートすることができるチャット

ボットを作成した． 

図１：セルフメディケーション・チャットボット 
 

このチャットボットを起動すると「身体の症状」
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「薬の知識」「セルフケア」の 3 つの選択肢の中から

知りたい情報の種類を選択することになる． 
「身体の症状」を選択した場合，症状を記入する

よう促される．症状の記入方法は選択式ではなく，

直接入力する方法となっている（例：おなかいたい，

頭痛等）．該当する症状があった場合は，さらに「原

因」「対処」「予防」の３つの選択肢の中から知りた

い情報を選択する． 
「薬の知識」は，市販されている薬の成分などに

ついてではなく，薬を服用するときの注意点，副作

用についてなどの「薬の服用の仕方」についての知

識を得ることができる． 
「セルフケア」は健康管理に関する情報を得るこ

とができる． 
選択した症状の説明は第一三共ヘルスケアのくす

りと健康の情報局の Web サイトでの説明に移行す

るようになっている(1)．これは，情報の更新があっ

た場合でも適切な情報を提供することができるよう

にするためである． 
間違った表記方法で入力された場合は，別の表記

での入力を促すようになっているが，「病気の症状」

を選択した後に限り，セルフメディケーションの域

を超えた症状の可能性を考慮し，「専門家への受診，

診察」が必要な可能性があることを提示し，最寄り

の病院を受診するように促す． 
 

3. 結論 
生活習慣病などの症状が軽度なものは受診率がと

ても低く，病状が悪化する場合が多いことがわかっ

ている．健診を受けなかった理由で一番多かったも

のは自己都合によるものだった．さらに，受診を促

す保険師は，「健康に対する関心の低さ」が原因で健

診を受けてくれないと感じているとのことだ（8）． 

セルフメディケーションをサポートするチャットボ

ットは，上記の理由 2 つを解決できる．軽度な症状

ならば適切な対処を自分で行うことが可能になり，

病院を受診せず病状が悪化するケースが減少する．

さらにスマートフォンで利用することができるため，

どこでも簡単にサポートを受けることができる．簡

単に情報にふれることができるようになれば，知識

も次第に増えるため，関心も高まっていくと考える． 
このチャットボットは「一般用医薬品の使用方法」

のサポートにも対応すれば，セルフメディケーショ

ンの利用は加速すると考える．チャットボットがサ

ポートすることで正しい医薬品を選択することがで

き，症状の改善を促進することや，間違った薬を飲

んだことによる健康被害も減らすことができる． 
技術力があがり様々な症状に対応する医薬品が多

く存在するが，それを正しく利用するための知識も

同時に必要となるため，適切な情報を容易に得るこ

とができるセルフメディケーションをサポートする

チャットボットは現代社会においてとても需要があ

り利用者が恩恵を受けるだけでなく，運営側にも人

件費削減などのメリットがある． 
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